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1． 輸出数量（前年比）が再びマイナスに 

財務省が 9 月 18 日に公表した貿易統計によると、19 年 8 月の貿易収支は▲1,363 億円の赤字と

なったが、事前の市場予想（QUICK 集計：▲3,463 億円、当社予想も▲3,463 億円）を上回る結果と

なった。輸出入ともに前月から減少幅が大きく拡大したが、輸入の減少幅（7月：前年比▲1.2％→

8 月：同▲12.0％）が輸出の減少幅（7月：前年比▲1.5％→8月：同▲8.2％）を上回ったため、貿

易収支は前年に比べ 3,118 億円の改善となった。既往の原油安に伴う輸入価格の下落によって輸入

金額が輸出金額以上に落ち込んだ。 

輸出の内訳を数量、価格に分けてみると、輸出数量が前年比▲6.0％（7 月：同 1.6％）、輸出価

格が前年比▲2.4％（7月：同▲3.1％）、輸入の内訳は、輸入数量が前年比▲6.2％（7月：同 6.7％）、

輸入価格が前年比▲6.3％（7月：同▲7.4％）であった。 
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季節調整済の貿易収支は▲1,308 億円と 14 ヵ月連続の赤字となり、7 月の▲1,040 億円から赤字

幅が拡大した。輸出が前月比▲2.8％の減少となり、輸入の減少幅（前月比▲2.3％）を上回った。 

8 月の通関（入着）ベースの原油価格は 1 バレル＝67.5 ドル（当研究所による試算値）となり、

7 月の 67.4ドルとほぼ同水準となった。60ドル前後で

推移していた原油価格(ドバイ)はサウジアラビアの石

油施設への攻撃を受け、60ドル台後半へと急上昇した。

通関ベースの原油価格は 9月には 60ドル台前半まで低

下するが、10 月には 60 ドル台後半まで上昇すること

が見込まれる。輸出の低迷が続く中、原油高による輸

入金額の増加が加わることにより、貿易収支(季節調整

値)は先行きも赤字が続くことが予想される。 

 

2． 輸出を取り巻く環境は依然厳しいが、下げ止まりの兆しも 

19 年 8 月の輸出数量指数を地域別に見ると、米国向けが前年比▲3.5％（7 月：同 10.1％）、EU

向けが前年比▲2.3％（7月：同 4.6％）、アジア向けが前年比▲8.9％（7月：同▲4.7％）となった。 

季節調整値（当研究所による試算値）では、米国向けが前月比▲2.7％（7 月：同 0.3％）、EU 向

けが前月比▲2.6％（7月：同 6.1％）、アジア向けが前月比▲3.5％（7月：同 0.3％）、全体では前

月比▲4.3％（7月：同 1.8％）となった。7 月とは逆に主要 3 地域向けの輸出が全て前月比でマイ

ナスとなったが、19年 7、8月の輸出数量指数（季節調整値）の平均は 4-6 月期より 1.1％高い。 

海外経済は製造業を中心に減速傾向に歯止めがかかっていないこと、グローバルな IT 関連財の調

整が継続していること、米中貿易摩擦を巡る不透明感が払拭されていないことなど、輸出を取り巻

く環境は依然として厳しいが、18 年半ば以降の急速な落ち込みには歯止めがかかりつつある。輸出

を大きく押し下げてきた半導体電子部品等の IT 関連品目の減少幅が縮小傾向にあることも明るい

材料といえる。 

一方、8 月の輸入数量指数（当研究所による季節調整値）は前月比▲4.8％（7 月：同 4.7％）と

落ち込んだが、7、8 月の平均は 4-6 月期よりも 0.6％高くなっている。9 月の輸入は消費増税前の

駆け込み需要によって一定程度押し上げられる公算が大きい。このため、現時点では、7-9 月期の

ＧＤＰ統計の外需寄与度は小幅なマイナスになると予想している。 

 

90

95

100

105

110

115

120

1201 1203 1301 1303 1401 1403 1501 1503 1601 1603 1701 1703 1801 1803 1901 1903

地域別輸出数量指数(季節調整値）の推移(2015年=100)

(資料）財務省「貿易統計」 (年・四半期）

米国向け

アジア向け

EU向け

全体

（注）直近は19年7、8月の平均  

▲10%

▲5%

0%

5%

10%

15%

20%

1604 1607 1610 1701 1704 1707 1710 1801 1804 1807 1810 1901 1904 1907

IT関連輸出の推移

電算機類（含む周辺機器,部分品） 半導体等電子部品
音響・映像機器（含む部分品） 通信機
科学光学機器 その他電気機器

（注）輸出金額を輸出物価指数で実質化、棒グラフは寄与度

（前年比）

（資料）財務省「貿易統計」、日本銀行「企業物価指数」

（年・月）
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